
令和 6年 3月 28日 

軽井沢町議会 

議長 遠山 隆雄 様 

会派：参政党 

議員名：小林 天馬 

 

研修報告書 

 

「参政党議員団勉強会」 

 

１ 日時 令和 5年 5月 13日（土）午前 11時より 

 

２ 場所 TKP赤坂カンファレンス１３A 

 

３ 出席者 小林天馬 

 

４ 研修内容 

 

（１） 党組織について 

（２） 党所属議員について 

（３） 党所属議員の役割・理念について 

 

◎主な内容 

・結党当初は 3名だった所属議員が 1年半で 126名になった為、全国より初の集合勉強会 

実施。全国の新人議員の自己紹介もあり各地にどのような議員がいるかが分かった。 

・議員未経験者が 9割以上の為、地方議員や地方議会についての考え方を本部よりレクチ 

ャー。新人議員からの各質問にも応える方式。 

⇒会派をどうするべきか。 

⇒一般質問の大事さについて。地域課題に根差し、選挙で訴えていた内容等を中心に行 

う事。ただしエビデンスは取得するように。国会の質問主意書も参考にする等。 

⇒予算、決算、議案について。しっかりと読込み無駄なものや町民に不要なものをきち 

んと声を上げ、採決でどのような態度を取るかが重要。支部との意見調整も大事。 

 普段より党本部の主張を確認する。本部にて決めていない事は自分で判断する等。 

 ⇒意見書・請願・陳情の仕組みについて。 

・参政党所属議員理念について（https://www.sanseito.jp/philosophy/） 

 



 

◎考察 

今回の研修によって、地方議員とはどうあるべきか、議会や会派、委員会や予算決算議案

や請願・陳情に対してどのように臨めば良いのかのイメージが持てた。また、既に何期も

地方議員を務めている現職議員の方や、数か月前に自分と同様な新人で当選したばかりの

先輩議員の成功談だけでなく失敗談なども情報交換でき学べた為、その後の議会活動にも

充分に活かせると思料。国政レベルの課題と地元の町の課題をいかに繋げるかが大事であ

る事なども学べた為、改めて意識して取り組んで参りたい。 

 

以上の通り報告します。 


